
� ８月７日　幼児センター七夕まつり

2018［平成30年］

9月号
№514

人事行政の公表� 2

空き家条例施行� 5

社会を明るくする運動� 6

町の出来事� 8

お知らせ� 10

１５０年記念事業� 12

目
次



� 広報ふるびら 2018.9 2

� 役場

町の人事行政の
運営などの状況を
公表します！

　古平町人事行政の運営等の状況の公表
に関する条例第７条の規定に基づき、平
成29年度の人事行政の運営などの状況
を公表します。

１  職員数の任免および職員数に関する状況
(1) 平成29年度の採用と退職の状況

職種 採用
退職

定年 勧奨 自己都合
一般行政職 ６人 ２人 １人 ４人

(2) 職員数の状況と主な増減理由

区分
職員数

対前年増減数 主な増減理由
28年度 29年度

一般会計 66 67 1
保育士欠員補充

特別会計 9 8 △1
合計 75 75 0 －

２  職員の給与について
(1) 人件費の状況（平成29年度一般会計決算見込）

歳出額 人件費 人件費率 （参考）
Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 28年度人件費率

41億6500万円 5億3100万円 12.8% 13.3%

議員や委員の報酬、特別職の給与、

職員給与、共済費、退職手当組合

負担金などです

人件費とは

(2) 職員給与費の状況（平成29年度一般会計決算見込）					   
職員数 給与費 一人あたり給与費
Ａ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ Ｂ／Ａ
66 2億1819万円 2909万円 8332万円 3億3061万円 500万円

※千円以下切り捨て

毎月支給される給料・扶養手当・住居手当・通勤手当などの各種手当と民間の賞与（ボーナス）にあたる期

末勤勉手当と冬期間の燃料手当にあたる寒冷地手当を合わせたものです

※職員手当には退職手当組合負担金を含みません

職員給与費とは

(3) 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
一般行政職� （平成29年４月１日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
（国ベース）

古 平 町 39.5歳 290,600円 328,039円 298,738円
北 海 道 44.4歳 328,317円 392,359円 370,658円
国 43.6歳 330,531円 － 410,719円

類似団体 40.7歳 292,487円 334,173円 317,174円

(4) 職員の初任給及び経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
� （平成29年４月１日現在）

区分 初任給
経験年数

10年 20年 30年

一般行政職
大学卒 178,200円 251,450円 339,350円 384,500円
高校卒 146,100円 － 333,000円 363,300円

※職員の初任給は、職種、学歴、経験年数に基づき決定されます

給料に扶養手当、地域手当、

住居手当、時間外勤務手当

などの諸手当の額を加算し

たもので地方公務員給与実

態調査から明らかにされて

いるもの

給与とは

国家公務員の平均給与月額

には時間外勤務手当、特殊

勤務手当等が含まれていな

いため、比較のため国家公

務員と同じベースで再計算

したもの

国ベースとは
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(5) 職員の諸手当の状況
① 期末手当・勤勉手当� （平成28年度）

区分 １人あたり
平均支給額

支給割合
加算措置の状況

期末手当 勤勉手当

古平町 124万円 2.6月分
（1.45月分）

1.6月分
（0.8月分）

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　2.5～7.5％

北海道 168万円 2.6月分
（1.45月分）

1.6月分
（0.8月分）

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算　5～20％　　管理職加算10～25％

② 退職手当� （平成29年４月１日現在）

区分
勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額 定年前早期

退職特例措置自己都合 勧奨,定年 自己都合 勧奨,定年 自己都合 勧奨,定年 自己都合 勧奨,定年
古平町 20.445 25.55625 29.145 34.5825 41.325 49.59 49.59 49.59 2～45％加算
国 20.445 25.55625 29.145 34.5825 41.325 49.59 49.59 49.59 2～45％加算

③ 時間外勤務手当
28年度決算 29年度決算見込

支給実績 1189万7000円 958万1000円
１人あたり平均支給年額 15万9000円 12万4000円

④ その他の手当� (平成29年４月１日現在)
手当名 内容及び支給単価

扶 養 手 当

配偶者　10,000円
扶養親族たる子　8,000円
配偶者のない場合扶養親族たる子の内１人　10,000円
配偶者及び子以外の扶養親族　6,500円
配偶者及び扶養親族たる子がいない場合の特定扶養親族の内１人　9,000円

住 居 手 当 家賃23,000円までの職員　12,000円との差額全額
家賃23,000円を超える職員　超える額の1/2に11,000円を加算した額（上限27,000円）

通 勤 手 当 運賃全額支給限度額　55,000円
交通用具（自家用車等）使用者は、通勤距離に応じて支給

管理職手当 管理職員に対して給料月額の７％
休日勤務手当 祝日等の休日に勤務した場合に１時間あたりの給与額の100分の135を支給

３  職員の勤務時間その他の勤務条件について
(1) 勤務時間の状況� (平成29年４月１日現在)

始業 終業 休憩時間 閉庁日

８時45分 17時30分 60分間
土曜日・日曜日
国民の祝日に関する法律に規定する休日
12月31日から翌年１月５日までの間

(2) 休暇等の種類と内容
区分 内容

年次有給休暇 １年に20日で、20日以内の残日数を翌年のみ繰り越し可
病気休暇 負傷又は疾病のため療養する必要がある場合

特別休暇
（主なもの）

結　　婚 ５日以内
忌　　引 死亡した親族の続柄により１～10日
産前産後 出産予定日の８週間前の日から出産の日後８週間を経過する日まで
夏季休暇 ３日以内

介護休暇 職員が配偶者、父母、子、配偶者の父母等で負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに
支障があるものの介護をする場合には連続する２週間以上６月以内

育児休業 子が３歳に達するまでの期間

(3) 年次休暇（有給休暇）の取得状況（平成29年度）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消化率
1,345日 594日 69人 8.6日 44.2%

※単位　月分
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４  職員の分限及び懲戒処分について
(1) 分限及び懲戒処分の状況
区分 内容 処分状況

分限処分
勤務実績が良くない場合、心身の故障のため職務の遂行に支障があ
る場合など、公務能率を維持することを目的として行われる不利益
処分であり、免職・降任・休職・降給の四種類がある。

心身の故障による休職 ３件

懲戒処分

職務上の義務違反、公務員としてふさわしくない非行がある場合な
どに、道義的責任を問うことにより、公務における規律と秩序を維
持することを目的として行われる不利益処分であり、戒告・減給・
停職・免職の四種類がある。

なし

５  職員の服務の状況について
　地方公務員法では、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っ
ては、全力を挙げてこれに専念しなければならない」と規定されています。また、法令及び上司の職務命令に
従う義務、信用失墜行為の禁止、職務専念義務、秘密を守る義務、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営
利企業等の従事制限などさまざまな義務や制限が課せられています。

６  職員の研修の状況について
(1) 研修の状況(平成29年度)

研修内容 受講者数
後志町村会研修（新採用） 5
後志町村会研修（２年目） 3
職員研修センター研修 2

法制執務研修（基礎・応用） 6
その他研修（人事評価等） 1

　職員の研修に関しては、「古平町職員の研修に関す
る要綱」において定められており、業務に必要な知識
又は技術を習得させるため、毎年度当初に職員研修計
画をたてて実施しています。

７  職員の福祉の状況について
　地方公務員法に規定されている職員の福利厚生制度は、北海道市町村職員共済組合及び北海道市町村職員福
祉協会が各市町村等と協力しながら実施しています。職員はすべて共済組合と福祉協会に加入しており、各種
の福利厚生制度を利用しています。また、職員は公務員災害補償法に基づき、公務上や通勤途中での死亡・負傷・
疾病などの災害に対する補償を受けることができます。

(1) 研修の状況(平成29年度)
区分 主な内容

共済組合
短期給付 職員や家族の病気やけが、出産、死亡、休業、災害などの給付
長期給付 退職後の年金を給付
福　　祉 各種貸付、貯金、健診、保養施設運営などの事業

福祉協会

福利厚生 保養施設利用助成、入院一時金、出産祝金
医療給付 退職後の職員のための医療費助成、入院見舞金、死亡弔慰金
貸　　付 育英資金貸付、一般貸付
生命共済 死亡・高度障害・医療入院などの保険事業

８  職員の利益の保護の状況について
　職員は、公平委員会に対して、給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求や、不利益な処分につ
いての不服申立てを行うことができます。公平委員会では要求を審査したり、不服申立てに対する裁決を行う
などの必要な措置を執ります。

(1) 平成29年度の後志総合振興局管内公平委員会の状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 なし
不利益処分に関する不服申し立ての状況 なし
職員の苦情処理相談の状況 なし
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古
平
町
で
は
人
口
減
少
に
伴
い
空
き
家

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
比
例

し
て
適
切
に
管
理
さ
れ
な
い
空
き
家
も
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　

冬
期
間
の
空
き
家
か
ら
の
道
路
へ
の
落

雪
や
、
屋
根
が
壊
れ
て
周
辺
に
危
害
を
及

ぼ
す
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
『
古
平

町
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
』

等
を
制
定
し
ま
し
た
。

※
国
で
は
平
成
27
年
５
月
に
『
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
』（
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
を
施
行
し
空
家
対

策
を
し
て
い
ま
す
。

 

空
家
等
の
適
切
な
管
理
は
所
有
者
等
の
責
任 

○
空
家
等
が
管
理
不
全
な
状
態
等
で
放
置

さ
れ
た
結
果
、
他
人
に
損
害
や
危
害
を
与

え
た
場
合
、
そ
の
所
有
者
等
が
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
所
有
者
等
の
皆
さ
ん
は
、
定
期
的
に
空

家
等
の
状
況
を
確
認
し
、
危
険
な
状
態
に

あ
る
場
合
は
、
早
急
に
修
繕
や
改
修
等
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
の
除
草

や
樹
木
の
剪
定
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
定

期
的
に
行
う
な
ど
適
切
な
管
理
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

○
長
期
に
渡
り
空
家
に
す
る
場
合
は
、
不

測
の
事
態
に
備
え
て
、
ご
近
所
の
方
に
連

絡
先
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

法
律
や
条
例
に
基
づ
く
町
の
対
応 

　

町
は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
状
態
に
あ
る
空
家
等(
※
１)

（
特
定

空
家
等(

※
２)

又
は
準
特
定
空
家
等(

※

３)

）
の
所
有
者
等
に
対
し
、
法
及
び
条

例
に
基
づ
き
、
適
切
な
管
理
に
必
要
な
改

善
措
置
を
行
う
よ
う
助
言
、
指
導
を
行
い

ま
す
。
法
で
定
め
る
特
定
空
家
等
に
該
当

し
、
所
有
者
等
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
場
合

は
、
勧
告
、
命
令
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

命
令
に
応
じ
ず
、
放
置
す
る
こ
と
が
著
し

く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
町
が
代
わ
り
に
必
要
な
措
置
を
行
い

（
行
政
代
執
行
）、
そ
の
費
用
は
所
有
者
等

に
請
求
し
ま
す
。

状況が改善されなければ

更に何も改善されなければ

特定空家等や

準特定空家等でなくても

緊急に危険の回避が必要！ 命令に従わないと
と判断されると必要最小限の 役場が本人に代わり行う

所有者等に 所有者等に

相談・通報
住民からの

調査
実際の状況を

助言・指導

特定空家等や準特定空家等※
にあたると判断されると

緊急安全措置

費用請求

勧告

命令

行政代執行

費用請求

法律では手順を踏まない

と対処できなかったけど、

条例ができたから本当に

危ないときには最小限の

範囲で、すぐ対応できる

ようになったんだね！

条例で定めた内容

緊
急
時
に
は

緊
急
時
に
は

　
空
家
等
の
状
態
に
よ
り
、

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産

に
危
害
が
及
ぶ
こ
と
を
回
避

す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
町
が

必
要
最
小
限
度
の
措
置
（
シ
ー

ト
で
覆
う
な
ど
）
を
講
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
費
用
は
所
有
者
等
に
請

求
し
ま
す
。

空家等への対応の流れ

※準特定空家は条例で定めた定義で助言や指導まで行えます。

空家等が
周辺環境に与える
危険対策のために
条例などを制定！

※１「空家等」（法第２条第１項）

建築物又はこれに付属する工作物であっ

て居住その他の使用がなされていないこ

とが常態であるもの及びその敷地のこと。

※２「特定空家等」（法第２条第２項）

放置すれば倒壊等著しく保安上危険で

あったり衛生上有害となる恐れのある状

態、適切な管理が行われていないことで

著しく景観を損なっている状態の空家等。

※３「準特定空家等」（条例第２条）

特定空家等には該当しない空家等で、適

切な管理が行われていないことで、放置

することが不適切な状態にある空家等。
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７
月
９
日
、
北
後
志
５
町
村
や
警
察
な

ど
約
15
台
の
車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
明

る
い
社
会
を
目
指
し
、
北
後
志
５
町
村
が

一
体
と
な
っ
て
各
町
村
を
回
り
普
及
啓
発

す
る
も
の
で
す
。

　

パ
レ
ー
ド
に
併
せ
て
文
化
会
館
で
、
余

市
地
区
保
護
司
会
会
長
か
ら
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
貞
村
町
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
貞
村
町
長
は
「
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
努
め

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
文
化
会
館
で
古
平
町
住
民

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
約
70
人
の
参
加
者
が
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た
ほ
か
、
事
前
に

小
中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
た
標
語
の
優

秀
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
標
語
は
応
募
総
数
１
４
４
作
品
の

う
ち
27
作
品
、
優
秀
作
文
は
応
募
総
数
13

作
品
の
う
ち
５
作
品
で
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人

が
読
み
上
げ
、
貞
村
町
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

車
両
パ
レ
ー
ド

古
平
町
住
民
集
会

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
心
安
全
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
全
国
的
な
運
動
で
あ
る

「
第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」が
行
わ
れ
、強
調
月
間
で
あ
る
７
月
に
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
68
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

メッセージ伝達のようす

作品発表する児童たち

標
語
優
秀
作
品

小
学
生

・
た
す
け
あ
い　

こ
ま
っ
た
と
き
に　

こ
え
か
け
て�

１
年　

堀ほ
り　

　

愛ま
な

花か

・
と
も
だ
ち
の　

え
が
お
が
ふ
え
る　

た
す
け
あ
い�

１
年　

本ほ
ん

間ま　

楓ふ
う

華か

・
な
ら
ぶ
と
き　

ど
う
ぞ
と
い
っ
て　

ゆ
ず
り
あ
い�

１
年　

谷た
に

内う
ち　

羽は

空く

・
い
い
と
こ
ろ　

見
あ
っ
こ
し
よ
う　

と
も
だ
ち
と�

２
年　

茂も

木き　

悠は
る

真ま

・
あ
り
が
と
う　

ち
ゃ
ん
と
い
お
う
よ　

げ
ん
き
よ
く�

２
年　

鈴す
ず

木き　

瑠る

依い

・
み
ん
な
で
ね　

い
つ
も
え
が
お
で　

い
い
き
も
ち�

２
年　

谷た
に

合あ
い　

彩あ
や

珠み

・
町
の
中　

思
い
や
る
心　

笑
顔
来
る�

３
年　

佐さ

藤と
う　

奏そ
う

輔す
け

・
げ
ん
き
に
ね　

あ
い
さ
つ
す
る
よ　

え
が
お
で
ね�

３
年　

茂し
げ

野の　

愛あ
い

礼ら

・
ご
め
ん
ね
と　

言
っ
た
ら
な
か
よ
く　

あ
そ
ぼ
う
よ�

３
年　

五い

が

ら

し

十
嵐
芽め

衣い

・
み
ん
な
が
ね　

笑
顔
に
な
れ
る　

町
づ
く
り�

４
年　

白し
ら

岩い
わ　

　

拓た
く

・
笑
顔
さ
く　

心
の
と
び
ら　

ひ
ら
い
た
よ�

４
年　

三み

上か
み　

夢い

ぶ

き生

・
住
み
や
す
い　

明
る
い
町
を　

め
ざ
そ
う
よ�

４
年　

丹た
ん

後ご

優ゆ

里り

菜な

・
こ
の
町
に　

み
ん
な
の
え
が
お
の　

花
さ
か
せ�

５
年　

依よ
り

田た　

那な

奈な

・
助
け
合
い　

み
ん
な
で
ふ
や
す　

あ
り
が
と
う�

５
年　

小こ
ば
や
し林　

一い
ち

華か

・
い
じ
め
な
く　

み
ん
な
な
か
よ
く　

え
が
お
あ
り�

５
年　

坂さ
か

田た

梨り

緒お

奈な

・
あ
り
が
と
う　

ふ
え
る
と
い
い
な　

学
校
に�

６
年　

日ひ

野の　

瑠る
り

華か

・
「
あ
り
が
と
う
」　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る　

魔
法�

６
年　

福ふ
く

井い　

杏あ
ん

奈な

・
勇
気
出
し　

い
じ
め
を
止
め
よ
う　

全
員
で�

６
年　

岡お
か

本も
と　

琉る

生い
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出来事／お知らせ

◆
開
催
日
時　

平
成
30
年
10
月
８
日
（
月
）

　

・
受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

・
開
会
式　

午
前
10
時

◆
ス
タ
ー
ト
場
所

　

・
古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
）

◆
種
目

　

・�

走
る
コ
ー
ス
２
・
４
・
６
・
10
・
15
㎞

（
た
だ
し
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
２
㎞
・

小
学
生
は
４
㎞
・
中
学
生
は
６
㎞
ま
で
）

　

・
歩
く
コ
ー
ス　

２
㎞
・
４
㎞

◆
参
加
料

　

・
大
人
１
０
０
０
円(

高
校
生
以
下
無
料)

◇
お
問
合
せ
先
・
申
込
先

　

・
古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

（
大
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　

☎
０
１
３
５-

42-

２
３
０
０

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
３
５-

42-

２
３
０
０

　

・
古
平
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
０
１
３
５-

42-

２
５
９
０

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
３
５-

42-

３
７
７
４

○
開
催
日
時

　

平
成
30
年
９
月
12
日(

水)

　

午
前
11
時
か
ら

○
場
所

　

文
化
会
館　

太
陽
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

数
え
年
で
77
歳
以
上
の
方

　

�（
昭
和
17
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

　

（
元
気
プ
ラ
ザ
内
）
☎
42-

２
１
８
２

77
歳
以
上
の
方
へ

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
!!

中
学
生

・
ゴ
ミ
す
て
る　

あ
な
た
の
心
の　

ゴ
ミ
ひ
ろ
う�

１
年　

白し
ら

岩い
わ　

汰た

一い
ち

・
へ
ら
そ
う
よ　

言
葉
の
暴
力　

い
ま
す
ぐ
に�

１
年　

土つ
ち

谷や　

南み
な

海み

・
つ
く
り
笑
い　

い
じ
め
の
シ
グ
ナ
ル　

み
の
が
す
な�

１
年　

布ぬ
の

谷や　
　

桜
さ
く
ら

・
画
面
よ
り　

目
と
目
合
わ
せ
て　

語
り
合
お
う�

２
年　

加か

藤と
う　

伶れ

美み

・
大
事
だ
よ　

話
し
て
分
か
る　

人
と
の
輪�

２
年　

西に
し

内う
ち　

隆り
ゅ
う
と斗

・
守
ろ
う
よ　

防
げ
る
命　

増
や
し
た
い�

２
年　

野の

村む
ら　

咲さ

月つ
き

・
文
字
よ
り
も　

直
接
伝
え
る　

こ
の
き
も
ち�

３
年　

加か

藤と
う　

　

育
は
ぐ
み

・
気
付
い
て
る
？　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
は　

す
ぐ
そ
こ
に�

３
年　

田た

中な
か　

葉は

月づ
き

・
話
し
て
よ　

辛
さ
悲
し
み　

ハ
ン
ブ
ン
コ�

３
年　

梅う
め

野の　

楓ふ
う

果か

作
文
優
秀
作
品

小
学
生

・
い
じ
め
に
つ
い
て
の
作
文�

６
年　

大お
お

石い
し

な
つ
美み

・
い
じ
め
は
悪
い
こ
と�

６
年　

福ふ
く

井い　

栞か
ん

奈な

・
い
じ
め
に
対
し
て
思
う
こ
と�

６
年　

苗な

代し
ろ

澤ざ
わ

瀬ら
い

斗と

中
学
生

・
人
と
人
と
の
会
話�

２
年　

首し
ゅ

藤ど
う　

優ゆ
う

那な

・
大
切
な
人�

２
年　

野の

上が
み　

は
な

　町で選ばれた優秀作品のうち、３つが北後志
入賞作品に選ばれ、中学生標語の部では３年加
藤育さんの作品が銅賞を、小学生作文の部では
６年大石なつ美さんの作品が佳作を、中学生作
文の部では２年首藤優那さんの作品が銅賞を受
賞しました。３人は７月26日に仁木町で行わ
れた「北後志住民集会」で表彰されました。

第
43
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

昨年の大会の様子

昨年の敬老会の様子



� 広報ふるびら 2018.9 8

� 出来事

　古平町Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールでカヌー体験教
室などが行われ、小学生14人が参加しました。
　体験教室は参加者全員がライフジャケットを着用し
行われました。２リットルのペットボトル56本から
作ったいかだに何秒間立っていられるかを競う「ペッ
トボトルチャレンジ」では、不安定な足元でも５分以
上の記録がでました。「カヌー体験」では初めてカヌ
ーに乗る人もすぐに慣れ、楽しんでいました。
　参加した小学３年生の三上夢

いぶき

生くんは「カヌーで転
覆したけれど、それを含めて楽しかったです」と話し
てくれました。

猿田彦の火渡り

７
21

カヌー体験教室

プールで自由にカヌーを操縦

カヌー体験のようす

　古平町Ｂ＆Ｇ海洋センターで幼児センター園児とそ
の保護者での親子レクレーションが行われました。
　藤田所長が「成長した子や親子同士の交流の場です。
ケガのないよう気を付けてください」と挨拶し、レク
レーションが始まりました。すしネタを背負った子を
親がおんぶして走る「回転寿司リレー」では、２チー
ムに分かれ行われアンカーまで勝敗がわからない白熱
した試合となり、とても盛り上がりました。その他、
「魚つりリレー」や「スイカ割り」などを行い、交流
を深めました。
　参加した山内さん親子は「スイカ割りでは子どもと
協力できて楽しかったです」と話してくれました。

７
20

幼児センター親子レクレーション

親子で仲良くリレー競技

回転寿司リレーのようす

　今年も３日間にわたり琴平神社例大祭が行われまし
た。
　初日には豊漁と海の安全の祈願する海上渡御祭が、
２・３日目には陸上渡御祭が行われ町内に太鼓や笛が
響き渡りました。毎年この時期になると、多くの建物
に提灯が飾られ、町外に出た古平出身の人が帰省して
います。
　最終日は雨が降りスタートが遅れましたが、猿田彦
（天狗）が先導し、神輿や山車などが町内を練り歩き、
人々を引き寄せました。夜には恒例の火渡りが行わ
れ、観客にも伝わる炎の熱さの中を悠然と渡る猿田彦
が見る者を魅了しました。

７
13 15

琴平神社例大祭

観客にも伝わるその熱気～
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出来事

　コミュニティスクールについて学ぶ研修会が町教育
委員会の主催で行われ、教育関係者ら27人が参加し
ました。
　研修会は文部科学省出身で北海道科学大学の出口寿
久教授が「地域とともにある学校づくり」というテー
マで約１時間半講演。その後、班にわかれ古平の子ど
もたちの育て方を考えるグループワークを行いまし
た。出口教授は「子供たちの課題を共有し、みんなで
解決に向け考えることで不安のないスタートを切れ
る」と話しました。
　参加した川内曜子さんは「新しく子どもたちの未来
について考える場が形になりそうで嬉しい」と話して
くれました。

８
３
コミュニティスクール研修会

未来を創る子どもについて考える

　子どもたちに季節の行事を知ってもらうことを目的
に幼児センターで七夕まつりが行われ、子どもや保護
者など約150人が参加しました。
　子どもたちは甚平や浴衣を着て、露天に見立てた各
教室をまわりかき氷やフランクフルト、ヨーヨー釣り
などを楽しんでいました。最後には七夕飾りや子ども
たちの願いが込められた短冊の下で、音楽に合わせ盆
踊りを踊り七夕の雰囲気を味わっていました。
　参加した５歳児の茂木颯

そう

馬
ま

くんは「かき氷がおいし
いし、とても楽しかった」と話してくれました。

８
７
幼児センター七夕まつり

願いを込めた短冊の下で

� ゴスペルを楽しむようす

� グループワークの様子

� 盆踊りを楽しむ子どもたち

　古平町商工会が主催する納涼ビアガーデンが文化会
館前で行われ、訪れた町民はビール片手に古平の夏を
満喫しました。
　今年は天候や気温に恵まれ３年振りに屋外での開催
となり、かき氷や焼き鳥が飛ぶように売れていました。
　ステージ上では子どもが楽しめる○×ゲームやバン
ドの生演奏、陽気なゴスペル演奏などが行われ、ビア
ガーデンの雰囲気を盛り上げていました。

７
24

第39回古平町商工会納涼ビアガーデン

多くの町民がビールや焼き鳥を堪能

コミュニティスクールとは
　子どもたちを育むために学校と保護者、地域の人々が学校運
営などについて話し合う協議会を設置している学校のことで、
全国で14.7％にあたる5432の学校が設置をしています（平成
30年４月１日現在）。
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住
宅
土
地
統
計
調
査
を
行
い
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
（
北
海
道
・
古
平
町
）

で
は
10
月
１
日
現
在
で
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最
も

基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約
３
７

０
万
世
帯
の
方
々
を
対
象
と
し
た
大
規
模

な
調
査
で
す
。

　

調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が
調
査
書

類
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
調
査
へ
の
回
答

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
や
紙
の

調
査
票
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
回
答
も
で
き
ま
す
。

■
調
査
は
次
の
地
域
で
行
い
ま
す
。

　

○
本
陣
の
一
部

　

○
浜
五
の
一
部

　

○
銀
座
、
旭
の
一
部

　

○
丸
山
町
の
一
部

■
こ
の
調
査
で
わ
か
る
こ
と

　

住
宅
数
や
空
き
家
数
、
建
物
の
構
造
や

広
さ
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
基
に

政
策
へ
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

■
調
査
員

　

○
池
田
三
千
代
さ
ん

　

○
高
見
純
子
さ
ん

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
26
）

学
校
用
教
科
用
図
書
の　
　
　

 

採
択
結
果
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

　

平
成
31
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学
校
用

教
科
用
図
書
及
び
中
学
校
用
教
科
用
図
書

（
特
別
の
教
科　

道
徳
）
の
採
択
に
つ
い

て
、
北
海
道
第
４
地
区
教
科
書
採
択
教
育

委
員
会
協
議
会
（
小
樽
市
を
除
く
後
志
管

内
19
町
村
で
構
成
）
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
採
択
に
関
す
る
資
料
を
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
閲
覧
す
る
際
に
は
、
閲
覧
簿
に

閲
覧
日
、
氏
名
、
住
所
等
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
料
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
有
料
で
写
し
を
交
付
し
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
閲
覧
期
間
】

　

平
成
30
年
９
月
１
日
か
ら

　

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で

【
閲
覧
時
間
】

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

（
土
・
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

【
閲
覧
場
所
】

　

古
平
町
教
育
委
員
会
管
理
係

　

（
古
平
町
文
化
会
館
内
）

【
閲
覧
資
料
】

　

①
協
議
会
委
員
一
覧

　

②
調
査
委
員
一
覧

　

③
調
査
研
究
報
告
書

　

④
採
択
理
由

　

⑤
採
択
結
果

　

⑥
議
事
録

　

北
海
道
で
は
、
ご
自
宅
で
生
活
す
る
障

が
い
者
又
は
障
が
い
児
の
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
次
の
手
当

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
国
が
定
め
る
障
害
程
度
認
定

基
準
に
該
当
す
る
障
が
い
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

 

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児

童
（
満
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
る
父

母
等
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
た
だ
し
、

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

対
象
児
童
が
障
害
年
金
等
を
受
給
で
き
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

 

特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
者
（
満
20
歳
以
上
）
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

 

障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が

い
児
（
満
20
歳
未
満
）
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
年
金
等
を
受
給

で
き
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
町
民
課
窓
口
で

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
直
接
窓
口
へ
お
越

し
下
さ
い
。

◇
申
請
・
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
57
）

ご
存
知
で
す
か
？
「
障
が
い
者（
児
）の
手
当
」

◆手当の支給額及び支給月
手当の種類 支給額 支給月

特別児童
扶養手当

１級（重度障害）月額５１,７００円 ４、８、11月の年３
回にわけて支給され
ます２級（中度障害）月額３４,４３０円

特別障害者手当 月額２６,９４０円 ２、５、８、11月の
年４回にわけて支給
されます障害児福祉手当 月額１４,６５０円

※平成30年４月１日現在
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各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛
医

科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自
衛
官
コ
ー

ス
）
等
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
の
仕
事

内
容
や
採
用
試
験
に
関
す
る
事
務
所
説
明

会
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
案
内
も
行
っ

て
い
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

９
月
19
日(

水)

午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
社
会
福
祉
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
56
）

９
月
１
日
、核
燃
料
税
を
更
新
し
ま
す

■
核
燃
料
税
と
は
？

　

こ
の
税
金
は
、
北
海
道
が
総
務
大
臣
の

同
意
を
得
て
、
独
自
に
課
税
し
て
い
る
法

定
外
普
通
税
で
す
。
道
で
は
、
昭
和
63
年

９
月
に
条
例
を
制
定
し
、
核
燃
料
税
を
創

設
し
ま
し
た
。
こ
の
税
の
課
税
期
間
は
５

年
間
で
、
平
成
30
年
９
月
１
日
に
第
７
期

課
税
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
納
め
る
人

　

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
者
（
北
海
道
電

力
株
式
会
社
）

■
税
率

○�
価
額
割　

発
電
用
原
子
炉
に
挿
入
さ
れ

た
核
燃
料
の
価
額
の
8.5
％

○�

出
力
割　

発
電
用
原
子
炉
の
熱
出
力
に

対
し
、
課
税
期
間
（
３
か
月
）
ご
と
に

３
万
７
７
５
０
円
／
千
Ｋ
ｗ

■
税
の
つ
か
い
み
ち

　

核
燃
料
税
は
、
原
子
力
発
電
所
周
辺
地

域
の
住
民
の
安
全
対
策
や
農
業
・
水
産
業

の
振
興
や
道
路
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.
j
p
/

sm/zim/index.htm

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
総
務
部
財
政
局
税
務
課

　
　

☎
０
１
１-

２
３
１-

４
１
１
１

国
民
年
金
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
手
続
き
開
始

　

平
成
30
年
３
月
５
日
か
ら
、
古
平
町
や

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
は
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
や
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

の
申
請
、
老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
手
続
き

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
用
し
て
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
手
続
き
を
行
う
時
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
、
本

人
の
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類
を
古
平
町

又
は
年
金
事
務
所
の
窓
口
に
提
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
で
き
る
書
類

を
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
困
難
な
場
合

は
、
基
礎
年
金
番
号
を
使
用
し
て
各
種

手
続
き
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変

更
）
申
出
書
等
、
一
部
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
使
用
で
き
な
い
手
続
き
も
あ
り
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
54
）

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
説
明
会
開
催

　

来
年
10
月
に
実
施
さ
れ
る
、
消
費
税
の

税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
内
容

①�
軽
減
税
率
制
度
（
軽
減
対
象
品
目
、
帳

簿
・
請
求
書
等
の
記
載
方
法
、
税
額
計

算
な
ど
）
の
概
要

②�

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）
の
概
要

③�

軽
減
税
率
制
度
へ
対
応
す
る
た
め
の
中

小
事
業
者
へ
の
支
援
措
置
に
つ
い
て

○
対
象
者　

す
べ
て
の
事
業
者
の
方

○
日
時　

９
月
20
日(

木)

15
～
16
時

○
場
所　

文
化
会
館
２
階
オ
リ
オ
ン

※�

会
場
の
収
容
に
人
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。満
員
の
際
に
は
入
場
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
主
催
・
共
催　

　

余
市
税
務
署
・
古
平
町
・
古
平
町
商
工
会

○�

申
込　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
９
月

19
日(

水)

17
時
ま
で
に
左
記
へ
申
込
く

だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署　

調
査
部
門

　

☎
０
１
３
５-

25-

１
０
０
１

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

　

法
務
局
で
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い

て
の
専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め

や
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
８
月
29
日(

水)

か
ら
９
月
４
日

(

火)

ま
で
は
、
「
全
国
一
斉
『
子
ど
も
人

権
１
１
０
番
』
強
化
月
間
」
で
す
。
期
間

中
は
、
平
日
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
、

土
日
も
対
応
し
ま
す
。

○
受
付
時
間

　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

8/29
～
9/4
の
平
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

9/1
・
9/2　
　
　
　

10
時
～
17
時

◇
お
問
合
せ
先
（
通
話
料
無
料
）

　

専
用
相
談
ダ
イ
ア
ル

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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� 150年記念事業

　

８
月
４
日
、
古
平
町
１
５
０
年
記
念
陸

上
自
衛
隊
第
11
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
が
古

平
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
町
民
や
関

係
者
ら
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
、
第
11
音

楽
隊
の
隊
員
40
人
が
第
１
部
は
吹
奏
楽
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
中
心
に
、
第
２
部
は

映
画
音
楽
や
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
全
13
曲
を

演
奏
。
そ
の
響
き
渡
る
重
低
音
や
繊
細
さ

や
大
胆
さ
を
表
現
し
た
音
楽
が
聴
衆
を
魅

了
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
指
揮
者
体
験
も
行
わ
れ
、

４
歳
の
安
田
乙
葉
ち
ゃ
ん
が
隊
長
に
抱
え

ら
れ
な
が
ら
指
揮
を
行
い
、
そ
の
可
愛
ら

し
さ
で
開
場
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
主
催
者
か
ら
音
楽
隊
に
花
束
が

贈
ら
れ
た
後
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
巻
き
起
こ

り
「
ア
メ
リ
カ
ン
ズ
・
ウ
ィ
」
を
演
奏
。

演
奏
後
音
楽
隊
に
、
開
場
か
ら
大
き
な
拍

手
と
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
11
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

　

北
海
道
立
文
学
館
で
は
９
月
22
日
か
ら

11
月
18
日
ま
で
吉
田
一
穂
の
特
別
展
を
行

い
ま
す
。

　

詩
人
吉
田
一
穂
（
よ
し
だ
・
い
っ
す
い
、

１
８
９
８
～
１
９
７
３
年
、
木
古
内
町
出

身
）
が
生
誕
し
て
１
２
０
年
。「
海
の
詩
人
」

「
孤
高
の
象
徴
詩
人
」「
日
本
の
マ
ラ
ル
メ
」

と
呼
ば
れ
多
く
の
芸
術
家
た
ち
に
畏
敬
さ

れ
た
一
穂
は
、
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
古

平
町
を
〈
白カ

ム

イ鳥
古コ

丹タ
ン

〉
と
呼
ん
で
、
詩
的

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
ま
し

た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
詩
集
『
海
の
聖

母
』『
未
来
者
』『
白
鳥
』
な
ど
の
代
表
作

を
、
そ
の
書
画
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
東
西
文
明
へ
の
深
い
洞
察
力
と
鋭
い

批
評
性
を
た
た
え
、
今
な
お
近
代
詩
の
極

北
に
位
置
付
け
ら
れ
る
吉
田
一
穂
の
世
界

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

○
入
館
料

　

一
般　
　

５
５
０(

４
０
０)

円

　

高
大
生　

２
５
０(

２
０
０)

円

　

中
学
生
以
下
・
65
歳
以
上
無
料

　

※(　

)
内
は
10
人
以
上
の
団
体
割
引

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
立
文
学
館

　

☎
０
１
１-

５
１
１-
７
６
５
５

古
平
町
１
５
０
年
記
念

極
の
誘
ひ 

詩
人
吉
田
一
穂
展

～
あ
ゝ
麗
は
し
い
距

デ
ィ
ス
タ
ン
ス離

～

９
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科

９
月
２
日
（
日
）

　

佐
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
22-

７
０
０
１
）

９
月
９
日
（
日
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
22-

３
８
４
３
）

９
月
16
日
（
日
）

　

中
島
内
科

�

（
☎
22-

３
８
６
６
）

９
月
17
日
（
月
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所

�

（
☎
22-

２
８
６
１
）

９
月
23
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

�

（
☎
32-

３
４
５
５
）

９
月
24
日
（
月
）

　

田
中
内
科
医
院

�

（
☎
22-

６
１
２
５
）

９
月
30
日
（
日
）

　

小
嶋
内
科

�

（
☎
22-

２
２
４
５
）

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科



2018.9 広報ふるびら13

くらし／投稿

本の海より ～アイヌ文化に触れる～

　
今
年
は
北
海
道
命
名
１
５

０
年
の
記
念
の
年
で
す
。
北

海
道
の
名
付
け
親
と
さ
れ
る

探
検
家
・
松
浦
武
四
郎
は
蝦

夷
地
に
計
６
回
渡
り
、
探
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
武
四
郎
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
と
出
会
い
、
ア
イ
ヌ
文

化
に
触
れ
、
そ
の
文
化
や
生

活
を
紹
介
す
る
こ
と
に
も
尽

力
し
た
そ
う
で
す
。

　
北
海
道
の
歴
史
を
振
り
返

る
上
で
重
要
な
存
在
で
あ
る

ア
イ
ヌ
文
化
。
文
化
会
館
図

書
室
に
は
こ
ん
な
ア
イ
ヌ
文

化
に
関
連
し
た
本
が
あ
り
ま

す
。◦

開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

『アイヌ、いま。』
西浦宏己

アイヌの人々に密着
し、生活や文化、抱
える問題や思いを
著者によるインタ
ビューにより引きだ
しています。約34
年前に書かれたもの
で、今の状況と異な
る点はあるかもしれ
ませんが、かつてアイヌが受けてい
た差別などについても知ることがで
きます。

『ゴールデン・カムイ』
野田サトル

日露戦争終結直後
の北海道を舞台と
した金塊をめぐるサ
バイバルバトル漫画。
元陸軍兵の杉本佐
一はかつてアイヌが
秘蔵していたという
金塊を求めて、アイ
ヌの少女・アシリパ
と行動を共にするこ
とを決めます。アイ
ヌ語や民族衣装などが多く登場し、
漫画を楽しみながらアイヌ文化に触
れらる作品。マンガ大賞2016や手
塚治虫文化賞を受賞しています。

☆�文化会館図書室にはアイヌ語ラ
ジオ講座のテキストが置いてあり
ます。こちらもぜひご覧ください。
ちなみにアイヌ語で「こんにちは」
は「イランカラプテ」と言うそう
ですよ。

草
花
の
命
あ
ふ
る
る
土
手
を
行
く
生
き
て
る
こ
と
の
喜
こ
び
胸
に�

泉　
　
　
清　
三

水
無
月
の
水
面
に
集
ふ
カ
モ
メ
達
遊
ぶ
姿
に
暫
し
佇
む�

金　
子　
寿　
子

公あ
け
ぼ
の園
に
今
咲
き
誇
る
藤
の
花
微
か
に
揺
れ
て
香
り
流
る
る�

坂　
本　
信　
子

真
向
い
の
丘
に
昇
り
し
大
き
月
思
は
づ
手
合
は
す
訳
も
無
き
ま
ま�

鈴　
木　
時　
子

裏
庭
の
手
入
れ
届
か
ず
花
ど
き
の
少
な
く
藤
の
花
房
少
く
淋
し�

田　
中　
香　
苗

門
別
の
広
々
と
し
た
農
場
の
柵
の
馬
た
ち
親
子
寄
り
添
ひ�

寺　
田　
カ
ツ
子

暑
く
な
り
は
か
な
い
命
惜
し
む
よ
に
絶
え
間
な
く
鳴
く
蝉
し
ぐ
れ
か
な�

小
山
内　
い
お
子

古
平
町
岬
短
歌
会

泳
ぐ
よ
り
潜
り
上
手
な
浜
っ
子
か
な

ト
ン
ネ
ル
を
出
る
度
青
き
夏
の
海

山
の
子
も
海
に
来
て
い
る
海
開
き

�

渡　
辺　
嘉　
之

つ
つ
ま
し
く
生
き
て
今
年
の
梅
漬
け
る

朝
ま
だ
き
日
差
し
に
染
ま
る
避
暑
の
宿

現
れ
て
一
人
に
余
る
夏
の
月

�

室　
谷　
弘　
子

夏
下
駄
の
へ
り
に
癖
あ
る
勝
手
口

不
揃
ひ
の
ト
マ
ト
熟
れ
し
白
い
皿

彼
方
よ
り
旅
を
続
け
る
山
清
水

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会
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氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

池い
け

田だ　

映え
い

子こ

さ
ん	

86
歳	

７
・
19	

浜　

三

中な
か

村む
ら　

ユゆ

キき

さ
ん	

96
歳	

７
・
22	

御
崎
町

渡わ
た

邉な
べ　

　

靜し
ず

さ
ん	

99
歳	

７
・
26	

旭　

町

高た
か

橋は
し　

京き
ょ
う
こ子

さ
ん	

82
歳	

７
・
27	

港　

町

小お

熊ぐ
ま　

哲て
つ

雄お

さ
ん	

78
歳	

７
・
30	

旭　

町

大お
お

野の　

キき

ヱえ

さ
ん	

81
歳	

８
・
６	

入
船
町

小お

野の

寺で
ら

アあ

イい

コこ

さ
ん	

85
歳	

８
・
６	

浜　

三

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,089人　�（－11）

　男	 1,458人　�（－３）

　女	 1,631人　�（－８）

世帯数	1,741世帯�（－７）

外国人	 37人　�（－１）

　男	 2人　�（ ０ ）

　女	 35人　�（－１）

平成30年７月末日現在
住民基本台帳人口

　８月１・２日の２日間、少年少女わんぱく
王国の活動として、宝海寺に泊まる宿泊学習
が行われ、小学生など26人が参加しました。
初日は流しそうめんや写経、提灯づくりなど
のレクレーションなどを、夕食朝食前には仏
前で読経する『おつとめ』も体験していまし
た。２日目は使用したお部屋の掃除や雑巾が
けリレーが行われました。閉会式で照山大暁
住職は「何でも当たり前ではなく、たくさん
の人がいて経験できるということや感謝する
ことを忘れないでください」と子どもたちに
呼びかけました。参加した小学３年生の丹波
透真くんは「提灯づくりや温泉にみんなで
入ったりしてとても楽しかったです」と話し
てくれました。

わんぱく王国で お寺に宿泊体験

◎
物
品

　
　

ピ
ア
ノ
カ
バ
ー�

大　

島　

敏　

子

�

（
御
崎
町
）

◎
現
金

　
　

１
０
０
，
０
０
０�

三　

浦　

史　

洋

�

（
浜　

町
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

㊤おつとめする
子どもたち

㊨提灯づくりを
行う様子

ふるびら

元気っ子
町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は８月に誕生日を
迎えた子どもです。

入
いる

間
ま

川
がわ

 羽
わ

玖
く

ちゃん
８月28日生
保護者　亮さん
（浜三）　名津子さん

名津子さんより
音楽が好きな男の子です。


